
 

平成23年度第6回奈良市ひとり親家庭等自立促進計画策定委員会の概要 

開催日時 平成 24年 3月 27日（火）午前 10時～正午 

開催場所 奈良市役所北棟 6階第 22会議室 

議  題 

1 開会あいさつ 

2 議事 

（1）実態調査報告書（案）について 

（2）その他 

出 席 者 出席委員 6人・事務局 4人 

開催形態 公開（傍聴人なし） 

決定事項 実態調査報告書 

担 当 課 子ども未来部 子育て相談課 

議事の内容 

1 開会のあいさつ 

本日の委員会は、委員 6名全員が出席され、委員会が成立していることを報告

した。また、本委員会が原則公開となっており、事前の傍聴募集したが、希望者

がいなかったことを確認した。 

2 議事 

（1）実態調査書（案）について 

本日の意見をもって報告書を完成させるため、質問・意見交換を行った。 

 

〇問 8-1について 

・文章の書き出しを「引っ越しをする際に苦労されたことは、」とする。 

 

〇問 25について 

・母子世帯の収入のグラフは、収入額ごとに割合が累積していくものとし、200

万円未満の世帯が何％いるか、ということが一目でわかるようにする。 

 

〇問 27-5について 

・「養育費の支払い状況」は、全員を 100％として、割合を出す。 

・児童扶養手当がもらえなくなる同居親族の収入基準を教えてもらいたい。 

 

〇問 17-2について 

・「専門的な知識を活かした仕事」についている割合が高かったが、就労収入額は

200万円～400 万円で 3割となっている。 

・保育士や介護福祉士、看護師が多い。 

・福祉関係の資格だと 150万円ぐらいがピークになっている。 

・看護師だと当直などがあるので高収入になっていると思う。 



・「福祉系の資格」については、資格は比較的取りやすいが、それが収入に結び付

きにくい。紹介の仕方が難しいということになる。 

 

〇問 28について 

・「面会の状況」については、「取り決めをしなかった」と「定期的に会っている」

人の関係を並べると良く分かる。 

 

〇問 23について 

・「高等技能訓練促進費」は、看護師・保育士・介護福祉士・理学療法士、場合に

よっては鍼灸師など国家資格を取得しようとしている人に対して、月々生活費

が支給される。 

・看護師は合格のハードルが高いが、このような制度を活用していくと就労収入

として月額 18 万円ぐらいにはなる。病院併設の看護学校に行くと奨学金がで

る。 

・看護師は国家試験を通ると 100％仕事があるので、一番人気の職業ではある。 

 

〇医療費助成について 

・医療機関には本人から医療費を支払ってもらっている。その後、本人が助成申

請をすると本人の口座に振り込まれる仕組みとなっているので、医療機関に行

く時には、現金をもっていないといけない。 

 

〇就労支援について 

・キャリアに空白があったり、年齢が高くなったりすると就職が難しい。今の生

活保護制度は、「0」か「100」だが、例えば、週に 2 日の就労というように少

しずつステップアップしていく仕組みがあるとよい。 

・働く動機づけ、適性を見極めるための研修が必要ではないか。 

 

〇病児保育について 

・病児保育施設まで病気の子どもを連れて行くのは、親と子ども双方にとって負

担が大きい。 

・家で寝ている病児のところに慣れない人が行ってもなかなか対応できない。ヘ

ルパー資格のある人が対応しているが、利用者は少ない。 

 

〇概要版について 

・生活が困難だということだけではなく、80数％の人が就労してがんばっている

が、もう少しこのような支援がほしいという課題が見える内容にしてもらいた

い。 

・「アンケートをみてご意見があれば、メールなどでいただきたい。委員会の参考

にさせていただきたい。」というような記載もしていただきたい。 



・メッセージ性のある自由記述を掲載していけるとよい。 

 

〇その他 

・「ひとり親」という言い方への問題提起もある。委員会として適切な言い方など

が示せるとよい。 

 

〇収入と自立支援について 

・収入が 400万円以上になると「専門学校」や「大学院」も選択肢となってくる

が、それ以下だと「高校」のみとなる。子ども 2では、収入が 300万円以上に

ならないと、「専門学校」や「大学院」の割合が高くならない。子ども 3 にな

ると「高校」が最も多くなる。子どもが複数いると進学希望のレベルが低くな

る傾向がみられるので、進学支援が必要なのではないか。 

・パート・アルバイトの収入は 150万円以下がメインで、200万円を超えている

人はダブルワークとなっている。 

・これから仕事に就こうとしている人、資格を取ろうとしている人の助けになる

ので、例えばパソコンの資格をとって、どれぐらいの収入になるかというモデ

ルを示せるとよい。 

・現在の収入は、母親が自分ひとりの人生設計を立てられるぎりぎりのところな

のに、子どもにとられるパワーが個人にかかり過ぎている。子どもにかかる負

担を社会的に分散してもらえることを切実に願う。40歳代になると子どもの手

は離れるが、親の介護が入ってきて、またしっかり働けないということがある。 

・ひとり親で育っている高校生の 2人に 1人はアルバイトしていて、週に 5日と

いう場合もある。このような状況では勉強する時間もなく、大学進学もあきら

めている。 

・高校生が稼ぐことを考えなくてもよい支援が必要である。高校 3年間に将来を

考え、友だち関係をつくり、勉強してもらいたい。現在の子ども支援は保育と

学童保育が中心となっており、進路サポートや進学保障ができていないのが深

刻な課題だと思う。 

 

 


